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研究成果の概要（和文）：2011 年３月と 2012 年３月の２回、研究代表者・分担者および海外

研究協力者による国際シンポジウムを東京大学で開催し、研究成果を公表するとともに貴重な

フィードバックを得た。2012 年のシンポジウムの内容は、同時に論文集（共著書）にまとめら

れ、2012 年６月末に刊行される予定である。３年間の共同研究を通して、冷戦初期アメリカの

海外向け視聴覚メディアに関する研究が、政策と受容の両側面において大きな進展を見た。  
 
 
研究成果の概要（英文）：Two international symposia (March 2011 and March 2012) were 
held at University of Tokyo by the Japanese researchers and overseas collaborators.  In 
each symposium, research findings were presented, and precious feedbacks were received.  
The contents presented at the 2012 symposium have been compiled as a book, which will be 
published by the end of June 2012.  The three-year project has accomplished a bid stride of 
progress in the research of U.S. audio-visual media in the early Cold War years, both in 
terms of policies and their reception. 
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１．研究開始当初の背景 

2009 年秋に本科研チームが発足した当時、
CIE/USIS 映画の研究はまだ非常に少なく、
VOA ラジオのアジアにおける展開について
も先行研究は手薄であった。CIE/USIS 映画

研究者と VOA 研究者を含む科研チームが発
足した背景として、以下の要素があった。 
（１）2004 年群馬県の桐生市で発見された
100 本以上の CIE 映画を、東京大学大学院情
報学環・東京国立近代美術館フィルムセンタ
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ー・国際日本文化研究センター・日本映画新
社が中心となり修復保存するプロジェクト
が立ち上げられた。これを受けて 2006 年、
東京大学大学院情報学環を中心に「CIE 映画
研究会」が発足した。 
（２）2006～2008 年度科研プロジェクト（基
盤研究 B）「冷戦初期アメリカ合衆国の環太
平洋地域における情報・産業政策に関する学
際的研究」（代表者：土屋由香）によって、
冷戦初期に USIA、CIA、米軍、ハリウッド
映画業界、一般企業、財団等、多様な米国側
の主体が、アジア各国において展開した広報
宣伝活動について学際的研究が行われた。 
（３）研究代表者の土屋は 2001 年頃から米
国ミネソタ大学アメリカ研究学部博士課程
で CIE 映画研究に従事しており、それを含む
博士論文が 2004 年に提出・受理された。 
以上のような背景から、CIE/USIS 映画と

VOA ラジオ研究者の緩やかなネットワーク
が築かれ、2009 年の科研申請につながった。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトは、対日占領期～ポスト占

領期（主に 1950 年代）アメリカの対外情報
政策、特にドキュメンタリー映画（CIE/USIS
映画、その一部はテレビ放映もされた）とラ
ジオ（VOA: Voice of America)に焦点を当て、
これらの政策と受容の諸側面を明らかにし
ようとするものである。アメリカ研究、メデ
ィア研究、映像文化論、大衆文化研究、ジェ
ンダー史研究等の学際的見地から、また韓国
やアメリカの研究者とも連携を保ちながら、
最終的に研究成果の刊行を目指して共同研
究を進める。 
 
３．研究の方法 
初年度（2009 年度）には、研究計画の細

部について話し合うとともに、国内外の研究
者を招いて助言指導を受ける機会を設けた。
初年度～２年目にかけて、研究代表者・分担
者はそれぞれ長期休暇等を利用して国内外
で調査・資料収集を行った。例えば研究代表
者の土屋および研究分担者の谷川・小林は、
主として米国立公文書館で史料調査を行っ
た。土屋は原子力平和利用に関する USIS 映
画のフィルムと関連文書、谷川はスポーツを
通した文化外交にかんする USIA 史料、小林
は VOA ラジオ放送の中継局に関する史料を
収集した。一方、国内調査については、例え
ば研究分担者の原田は主として新潟県内に
おける聞き取り調査と史料調査を行い、研究
協力者の身崎は、日本各地の CIE/USIS 映画
所蔵状況について現地調査を実施した。 

１年目の終り頃にメンバーの一部がパネ
ルを組んでアメリカの学会（American 
Studies Association）にプロポーザルを提出
したところ受理され、２年目にこの学会で研

究成果の一端を国際発信した。また「研究成
果」の項にも記すとおり、2011 年３月と 2012
年３月の２回、国際シンポジウムを開催する
とともに、論文集（共著書）の刊行に向けて、
各自研究成果のとりまとめを進めた。 
またこれらと並行して、原田は VOA の録

音テープのアーカイブ化を進め、身崎は CIE
／USIS 映画の所蔵状況調査にもとづく目録
を作成するなど、史料の整備と公開も進めた。 
 
４．研究成果 
３年間の学際的共同研究を通して、冷戦初

期アメリカの海外向け視聴覚メディアに関
する研究が、政策と受容の両面において大き
な進展を見た。具体的な研究成果として、ま
ず挙げられるべきものは、2011 年３月および
2012 年３月の国際シンポジウムの開催、ま
た 2012 年のシンポジウムの内容を同時に論
文集（共著書）にまとめ刊行したことである。 
これらを通して明らかになった内容は、以

下のように要約することができる。 
（１）具体的事例を通して、CIE/USIS 映画
と VOA ラジオ放送が、一方では冷戦期の国
際政治の中に位置づけられるグローバルな
事象でありながら、他方では地域に根差した
文化や伝統と相互作用を惹起しながら受容
されたことが浮き彫りになった。このことは、
国内外における冷戦期メディア研究に重要
な貢献をなすと考えられる。 
（２）アーカイビングや地道な所蔵調査とい
ったハード面での蓄積の重要性が改めて浮
き彫りになり、本研究もこうした蓄積から恩
恵を受けると同時に、逆に本研究を通して
VOA 放送や CIE/USIS 映画の所蔵調査・公
開に貢献することができた。 
（３）CIE/USIS 映画にかんする国際比較研
究の端緒を開き、少なくとも日・韓・米の研
究者ネットワークを築くことができた。これ
により、今後の当該分野における国際共同研
究に大きな進展をもたらすと考えられる。 
（４）CIE/USIS 映画と VOA ラジオの研究
を通して、「冷戦」と「文化冷戦」の研究に
新たな一頁を加えることができた。また、こ
れにより今日の世界を構成してきた冷戦の
遺産について、より深い理解を得ることがで
きた。 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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